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第２期北広島市商工業振興基本計画の基本方針等について（案） 

 

現計画の取組状況や昨年実施した商工業実態調査の調査結果などから、現状と課題及び商

工業者のニーズなどを分析しました。 

第２期計画では、長期化している新型コロナウイルス感染症による市民生活や経済活動な

どへの影響を見極めながら、各施策について取り組みます。 

 

 

 

 

 

第１期計画の取組状況と商工業実態調査の結果などをもとに課題等を分析し、本市の商

工業施策の方向性を以下のとおり整理しました。 

 

（１）実行性のある計画に向けた検討が必要 

・関連事業の分野が幅広く、商工業振興以外を主目的とした事業は、個別具体的な検証や改

善ができる範囲が限られていたことから、商工業振興に係る事業に絞りスリム化を図るこ

とで、実効性のある計画となるように検討する必要がある。 

 

（２）商工業振興施策の周知・活用促進の検討が必要 

・支援制度の認知状況について、約半数が知らないと回答していることから、制度の周知・

活用促進が必要である。 

・市からの情報提供に関する希望も一定数みられたことから、ニーズに応じた情報発信を行

うことで、商工業振興施策の周知・活用促進に繋げていく取組が必要である。 

 

（３）関係機関との連携に向けた検討が必要 

・商工業振興に向けて、商工会と共同または連名で策定した計画の推進など、関係機関とよ

り連携を強化していくための検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

１ 課題と取組の方向性 
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（４）経営の安定化・経営基盤の強化に向けた支援の検討が必要 

・売上が減少した要因として、新型コロナウイルス感染症による影響によるものが最も多く

あげられている。市に今後希望する支援として、資金繰り支援のニーズがみられることか

ら、経営の安定化に向けた支援を検討する必要がある。 

・今後 5 年間の事業や施設・設備における予定として、現状維持が最も多いが、事業拡張や

機械設備への投資における回答も一定数みられる。市に今後希望する支援として、設備投

資支援のニーズが一定数みられることから、事業拡張等に向けた支援を検討する必要があ

る。 

・事業承継の意向は、現時点では約半数となっているが、代表者の年代が上がるほど意向が

高くなる傾向がみられる。今後、事業承継の意向が今後増えることが想定されるため、事

業承継の検討・実施に向けて必要だと思う取組で挙げられた後継者の教育や発掘、事業承

継計画の作成に向けた支援を検討する必要がある。 

・その他の意見・要望としてあげられた企業間連携のための異業種交流や人材交流の促進、

事業用地の確保など、市内の商工業者のニーズに応じた支援を検討する必要がある。 

 

（５）人材確保・人材育成に向けた支援の検討が必要 

・生産年齢人口の減少及び少子高齢化の進行下における商工業振興に向けた方策検討が必要

である。 

・経営上の問題・課題として人材の不足が最も多くあげられ、市に今後希望する支援のなか

では人材確保のニーズがみられる。 

・人材が不足していると回答があった専門・技術職、採用を今後強化したいと回答があった

若年層の従業員等の確保及び定着に向けた支援を検討する。なお、外国人の雇用予定は無

いという回答が大半であるが、人材確保の観点から外国人の活用に向けた支援を検討する

必要がある。 

・人材育成のための研修や資格取得について、免許・資格取得費用や外部研修の参加費用、

研修担当を担う人材が不在、外部研修に参加する時間が無いことを問題に感じていること

から、免許・資格取得費用の補助や研修講師の派遣などに関する支援を検討する必要があ

る。 

 

（６）北海道ボールパークＦビレッジの波及効果等と連携した商工業振興施策の検討が必

要 

・北海道ボールパークＦビレッジの波及効果や地元企業の事業活動による相乗効果、人材確

保への期待などが挙げられていたことから、商工業振興施策との連携に向けた取組の検討

が必要である。 
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第２期計画は、１～２ページの「１ 課題と取組の方向性」の内容を踏まえ、総合計画の基

本目標５「活力みなぎる産業と交流のまち」に掲げる、「力強い産業活動が展開され、働く人々

が充実し、多くの人々が笑顔で交流しあうまちづくり」の役割を担うとともに、検証や改善、

見直し等を行うことができる実効性のある計画とするため、下記の３つの柱を中心に取組を

進めていきます。 

 

 

 

 

○経営基盤の強化 

・資金繰り等経営安定支援 

・企業体制の分析・改善・強化 

・小規模事業者への支援 

○連携の強化 

・地域商工業者の連携強化（交流などを含む） 

・商工団体の活動支援 

・小規模事業者への支援 

・商工業者と地域のつながり形成 

・市と商工業者の連携強化 

・国・北海道等との連携強化 

 

 

 

○情報の発信 

・消費者へ企業情報の発信 

・魅力づくり、魅力向上、販路拡大 

・北海道ボールパーク Fビレッジと連動した賑わいづくり 

・各種制度等の情報提供 

○創業・事業承継への支援 

・創業希望者、創業者の支援（買い物支援等を含む） 

・新規事業展開 

・事業承継支援 

○企業の誘致 

・企業立地促進条例・事業承継支援 

・遊休地の活用 

２ 第２期計画の基本方針 

１ 活気ある商工業の展開 

２ 創造性あふれる商工業の躍進 
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○雇用の確保 

・人材確保（多様な人材の受け皿づくり、担い手育成等）支援 

・職場環境の充実 

○就業機会の拡大 

・就業支援、多様な働き手の掘り起こし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 誰もがいきいきと仕事し、活躍・成長できるまち 

本計画に関連するＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 

＊８ 働きがいも経済成長も 

＊９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 

基本目標５ 活力みなぎる産業と交流のまち 

○工業の振興・企業誘致 

○商業の振興 

○雇用と就業環境の充実 

 

北広島市総合計画（第６次） 

令和３年（2021年）～令和 12年（2030年） 

 

 

 

 

北広島市商工業振興基本条例 

・まち・ひと・しごと創生総合戦略 

・都市計画マスタープラン 

・立地適正化計画 

・その他市の関連計画 

・国・北海道の関連施策 など 

第２期北広島市商工業振興基本計画 

令和５年（2023年）～令和 12年（2030年） 
・北広島商工会と連携した計画 

関連する計画など 

＜参考＞北広島市商工業振興基本計画の位置付け 


